
 

『余命１０年』 小坂流加：著 

タイトルどおり、自分の避けられない死を受け入れ生活している

主人公。登場人物たちの心の葛藤がうまく描かれていて、とても入

り込んでしまう作品です。 

まだまだ暑い日が続きますが、吹き

抜ける風に秋の訪れを感じます。     

秋の夜長に読みたい一冊を見つけに 

来てくださいね。 

松山北高等学校図書館だより 

 

 

 

 

 

 

夏休み、あなたはどのような本を読みましたか。読書感想文もあり、必ず一冊は読んだことでしょう。今回

は私たち２年３組図書委員のおススメ本を紹介します。 

 

『小さな恋のうた』 平田研也：著 

沖縄を舞台とした高校の軽音楽部の物語です。 

友情、家庭、恋、沖縄の伝統や基地問題が描かれていて 

深いです。同時に、音楽が持つ力について考えさせられます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い ず み 
令和６年度 ９月号 

図書委員会  ２年３組 

阿部成洸 ・ 伊藤優希 

 

《令和６年度第１回ブックショッピングの報告》 

７月１７日(水)に、１～３年生有志メンバーが、北高生に読んでもらいたい本を書店に行って選んでく

れました。この企画で購入した本は毎回人気です。是非、図書館に借りに来てくださいね。 

【購入した主な本】 

・秋期限定栗きんとん事件(上・下)    米澤穂信：著(東京創元社) 

・宇宙のあいさつ            星 新一：著(新潮社) 

・ソロモンの犬             道尾秀介：著(文藝春秋) 

・グッド・バイ             太宰 治：著(新潮社) 

・眠れないほどおもしろい紫式部日記   板野博行：著(三笠書房) 

・ＮＰＯとは何か            宮垣 元：著(中央公論新社) 

 



～学年主任の先生方にお薦めの本をお聞きしました～ 

１年主任 曽我部幸子先生(国語) 

『悩む力』『続・悩む力』 姜 尚中(カン サンジュン)：著 

 少し前の新書ですが、非常に多くの人に読まれた本です。幸福とは何か、人生とは何かという悩みは１００年

前も同じ。東京大学名誉教授の筆者が、夏目漱石とマックス・ウェーバーをヒントに、最後まで「悩み」を手放

すことなく真の強さをつかみ取る生き方を提唱しています。きっと漱石の本も読みたくなるはず。私にとってと

ても大切な本です。姜尚中は先日ＮＨＫの「最後の講義」に出演していました。若者たちの質問に答えながら、

最後に「いつの日か国境をふみつぶしてほしい」というメッセージを残していたのがとても印象的でした。オン

デマンドで是非見てほしいです。 

 

２年主任 高岡大輔先生(数学) 

『ぼくでよかった』 のぶみ：著 

 まずは読んでみてください。 

 

３年主任 山下憲人先生(国語) 

『ちくま日本文学全集３６ 中島 敦』 中島 敦：著 

 ほぼ全ての日本人が…と断言してもいいかもしれませんが、ほぼ全ての日本人が自分の高校時代に国語の授業

で「山月記」を読んでいます。その時点では実感がわかなかったかもしれませんが、作品の中で李徴を苦しめる

「尊大な羞恥心と臆病な自尊心」は、私たち自身を苦しめるものでもあります。中島敦は、人間の普遍的なあり

ようを深く掘り下げつつ、実にシンプルに描き出し、しかも、みっともなくて哀れな人間の存在を肯定的にとら

えています。中島敦は高校時代に読んでおくべき作家ですし、是非お薦めします。 

 

書名 作者名 お薦めの理由 図書委員

がっちゃん英語 がっちゃん

みなさん英語は得意ですか？苦手ですか？私はめっちゃ苦手で

す。正直、授業で何を言っているのか全く分かりません。そん

な英語戦死者の方にお薦めの一冊です。今までなんで？と思っ

ていた事がわかるようになります。みなさんも驚きの雷に打た

れてみませんか！

204

時々ポツリとロシア語で

デレる隣のアーリャさん
さんさんさん

にやけちゃう系ラブコメ！青春を謳歌しきれていない人はぜ

ひ、読んでみてください。理想が高くなります。
204

汝、星のごとく 凪良ゆう

序盤は初々しく素敵な話だと感じますが、読み進めると苦しく

胸が締め付けられます。体験したこともないような事ですが、

登場人物の心情が痛いほど伝わってくるところがおすすめポイ

ントです。

205

童の神 今村翔吾

平安時代を舞台に故郷を奪われた桜暁丸が、盗賊の葛城山に住

む土蜘蛛と呼ばれる逆賊と共に貧富の差を埋めるべく朝廷に立

ち向かう話です。物語が進むにつれて桜暁丸の正体が現代でも

よく知られているとある人物で、その結末も解ってしまいます

が、それでも読むのをやめられない魅力のある本です。

205

チア男子 朝井リョウ
大学生が柔道をやめてチアを始める物語です。笑いあり、感動

ありの話なのでぜひ、読んでみてください。
206

マスカレード・ホテル 東野圭吾
刑事とホテルのフロントマンが相棒を組むという以外な2人の

物語。ハラハラドキドキ！
206

《図書委員おススメの本》 part４ 


